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前
禧
w
庭
に
刄
三
元
者

輝
か
し
く
『
成
人
式
』

（写真は訳福のことばを述べる大野公民舘長）

第八回目の成人の日を迎え、

各公民舘、婦人会、青年団が

一丸となって、各公民舘で十

五日午前十時から社会人とし

て旅立つ市内八三九名の成人

の門出を祝福し、赤飯を蒸し

心からお祝いをし激励した。

　

昭
和
二
十
三
年
か
ら
、
新
ら
し

く
こ
の
日
が
設
け
ら
れ
て
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
の
法
律
に

よ
る
と
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と

を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ

う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま

す
」
と
い
ろ
の
で
あ
る
。

　

長
い
二
十
年
間
、
凡
て
の
障
害

を
乗
越
え
て
と
に
か
く
今
日
ま
で

成
長
し
た
こ
と
は
、
自
ら
生
き
抜

こ
う
と
す
る
生
命
力
に
あ
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
諸

君
を
取
り
室
く
周
囲
の
人
々
や
自

然
の
恩
恵
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
民
法
上

の
諸
権
利
を
う
け
る
わ
け
で
あ
る

が
、
権
利
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し

て
の
義
務
と
責
任
を
深
く
自
覚
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
民
主
主

義
の
原
則
を
身
に
付
け
た
諸
君
は

国
民
と
し
て
の
権
利
を
正
1
く
用

い
、
特
に
選
挙
権
の
行
使
こ
そ
は

直
接
世
の
中
を
よ
く
す
る
か
、
悪

く
す
る
か
を
決
め
る
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
か
ら
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
新
鮮
な
感
覚
と
佩
剣
な

気
持
で
こ
れ
を
行
使
し
て
ほ
し
い

　

諸
君
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の

で
あ
る
が
、
然
し
決
し
て
坦
々
た

る
道
で
は
な
い
。
青
年
の
持
つ
純

情
さ
と
理
性
を
最
高
度
に
発
揮
し

社
会
の
覚
醒
剤
と
し
て
の
役
割
を

充
分
果
す
様
努
め
て
貰
い
た
い
。

隔1離

病｜舎 食費、薬代を徴収
第12回定例市議会で可決

　

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
午
前
十

一
時
四
十
分
か
ら
下
座
出
張
所
で

開
か
れ
た
第
十
一
一
回
定
例
市
議
会

の
提
出
議
案
は
次
の
通
り

　

▲
議
案
第
六
十
七
号
、
昭
和
二

十
九
年
度
大
野
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認

定
に
っ
い
て

　

▲
議
案
第

六
十
八
号
、

昭
和
一
一
十
九

年
度
大
野
市

特
別
会
計
国

民
健
康
保
険

歳
入
歳
出
決

算
、
並
び
に

同
年
度
特
別

会
計
大
野
市

国
民
健
康
保

険
直
営
富
田

診
療
所
歳
入

歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

▲
議
案
第

六
十
九
号
、
昭
和
二
十
九
年
度
大

野
市
特
別
会
計
土
地
区
画
整
理
事

業
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

▲
議
案
第
七
十
号
、
農
業
振
興

五
ヵ
年
計
画
に
つ
い
て
I
可
決

　

▲
議
案
第
七
十
一
号
、
大
野
市

隔
離
病
舎
1
者
食
糧
費
薬
価
徴
収

粂
例
制
定
に
つ
い
て

　

▲
議
案
第
七
十
二
号
、
大
野
市

危
険
物
取
締
粂
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
I
可
決

　

A
議
案
第
七
十
三
号
、
大
野
市

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
I
可
決

　

▲
議
案
第
七
十
四
号
、
市
有
林

植
伐
計
円
実
施
の
契
約
締
結
に
つ

い
て
I
可
決

　

議
案
第
六
十
七
号
、
議
案
第
六

十
八
号
、
お
よ
び
議
案
第
六
十
九

号
は
、
審
議
末
了
の
ま
玄
一
月
二

十
日
、
継
続
審
議
を
決
め
午
後
六

時
一
一
十
分
閉
会
し
た
。

　

一
月
二
十
日
、
継
続
審
議
の
件

に
つ
い
て
は
、
決
算
委
員
会
を
設

け
、
同
調
案
の
審
議
を
委
員
会
に

付
託
、
議
案
第
七
十
一
号
を
可
決

し
た
の
ち
、
有
中
敷
地
問
題
、
そ

の
他
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
午
後
六
時
二
十
分
閉
会
し
た

　

〔
決
算
委
員
会
委
員
〕

▽
委
員
長
－
石
田
政
治
▽
副
委

員
長
―
土
城
市
▽
委
員
t
原
健

男
、
加
稽
哲
次
郎
、
松
田
操
、
白

崎
吉
二
、
神
田
一
栄
の
各
氏
。

解説

　

第
七
十
一
号
議
案
で

決
め
た
、
隔
離
病
舎
に

収
容
し
た
1
者
の
食
費

薬
価
の
徴
収
粂
例
概
要

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
伝
染
病
に

か
か
り
隔
離
病
舎
に
収
容
し
た
1

者
の
給
食
費
は
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
世
帯
は
免
除
と
し
、
所

得
税
、
非
課
税
範
囲
内
の
所
得
の

世
帯
は
給
食
一
日
に
つ
き
、
飲
食

物
費
の
額
の
三
十
分
の
一
の
額
で

一
般
世
帯
は
実
費
額
が
徴
収
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
同
病
舎
に

今
給
食
設
備
が
な
い
の
で
当
分
給

食
費
は
徴
収
し
な
い
。

　

薬
価
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
1

者
の
世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
入
院

一
ヵ
月
ま
た
は
端
数
毎
に
次
の
額

を
限
度
と
し
て
、
治
療
に
使
っ
た

薬
価
の
実
費
を
徴
収
す
る
が
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
免

除
さ
れ
る
。

　

一
ヵ
月
の
所
得
税
額
百
円
未
満

は
五
百
円
、
二
百
五
十
円
未
満
は

一
千
円
、
五
百
円
未
満
は
一
千
五

百
円
、
七
百
円
未
満
は
二
千
円
、

一
千
円
未
満
は
二
千
五
百
円
、
一

千
五
百
円
未
満
は
三
千
五
百
円
、

二
千
円
未
満
は
四
千
五
百
円
、
二

千
円
以
上
は
全
額
と
な
る
。

風
見
鶏

　

今
年
二
度
目
の
元
旦
が
や
っ
て

き
た
。
い
う
迄
も
な
く
旧
暦
の
元

旦
で
あ
る
▼
原
始
時
代
の
人
類
に

と
っ
て
は
、
月
の
み
ち
か
け
が
生

活
と
深
い
っ
な
が
り
を
も
ち
、
特

に
狩
猟
民
族
は
そ
れ
を
も
と
に
し

て
生
活
予
定
を
つ
く
っ
て
い
た

眉
の
様
な
新
月
が
西
の
空
へ
静
か

に
現
れ
る
と
、
彼
ら
は
角
笛
を
吹

い
て
新
し
い
月
が
始
っ
た
事
を
人

々
に
知
ら
せ
た
も
の
だ
。
所
が
月

の
み
ち
か
け
は
二
十
九
日
半
が
周

期
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
年
に

十
一
日
の
喰
い
違
い
が
生
ず
る

そ
こ
で
三
年
に
一
度
三
十
日
っ
け

加
え
て
で
き
た
太
陰
太
陽
暦
が
ギ

リ
シ
ヤ
、
イ
ン
ド
、
中
国
を
へ
て

日
本
に
「
旧
暦
」
と
云
う
名
で
や

っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
暦
と
現

行
の
太
陽
暦
の
両
方
を
使
う
と
日

が
ず
れ
る
た
め
、
正
月
が
一
一
度
に

な
る
の
は
い
た
し
方
が
な
い
の
で

あ
る
▼
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
正
月

の
行
事
を
一
一
回
く
り
返
す
必
要
屯

な
い
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
二
回
と
も

餅
を
つ
き
、
二
回
と
も
仕
事
を
休

み
新
暦
と
旧
暦
と
の
双
方
に
義
理

を
た
て
る
風
習
が
続
け
ら
れ
て
い

る
▼
学
校
で
は
メ
ー
ト
ル
法
で
習

い
、
家
へ
帰
る
と
親
は
尺
寸
法
で

測
ら
す
、
洋
服
紳
士
が
家
で
は
ド

テ
ラ
だ
っ
た
り
、
七
一
一
一
ン
グ
姿

と
振
袖
姿
が
結
婚
し
た
り
、
ま
こ

と
に
生
活
が
複
雑
す
ぎ
る
。
こ
ん

な
所
に
「
日
本
の
矛
盾
」
を
生
む

遠
因
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
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納
税
率
の
向
上
に
感
謝

今
後
の
適
正
課
税
に
努
力

市税

市の有権者数

25，380人
「選挙人名簿」定る

昨
年
末
、
市
税
徴
収
に
際
し
て
は
納

税
者
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
、
納
税

率
は
昨
年
に
比
し
相
当
向
上
致
し
ま

し
た
事
を
深
謝
致
し
ま
す
。
こ
と
し

は
課
の
総
力
を
挙
げ
て
市
税
の
適
正

　

客
年
九
月

十
五
日
現
在

で
調
製
し
た

基
本
選
挙
人

名
簿
は
十
一

月
五
日
か
ら

同
月
十
九
日

ま
で
縦
覧
に
供
し
、
十
二
月
二

十
日
次
の
通
り
確
定
し
ま
し
た

な
る
賦
課
を
計
ろ
と
共
に
、
市
税
滞

納
金
の
完
全
徴
収
を
実
施
し
、
急
迫

せ
る
市
自
治
財
源
の
確
保
を
計
り
、

市
政
の
運
営
に
寄
与
致
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
市
民
各
位
の
御
協
力
と
御

鞭
辿
を
お
願
い
し
瓦
す
。
な
お
年
末

倣
収
に
当
り
玄
し
て
は
全
職
員
が
こ

れ
に
当
り
ま
し
た
関
係
で
、
凡
ゆ
る

点
不
慣
不
行
届
の
点
が
あ
り
、
皆
さ

ん
に
御
迷
惑
を
か
げ
ま
し
た
事
を
市

報
を
以
て
お
詫
び
し
ま
す
。

市
区
長
会
長
に

笹
島
竜
人
氏

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
大
野
公

民
舘
で
、
大
野
市
区
長
会
総
会
が
開

か
れ
次
の
通
り
役
員
を
決
定
。

　

会
長
笹
島
竜
人
春
日
二

　

副
会
長
新
谷
樵
東
中

　

″
飛
川
直
治
東
大
月

　

″
永
田
守
新
庄

　

会
計
西
川
長
農
助
清
滝

　

″
北
川
勘
三
郎
尾
永
見

　

監
事
田
中
留
男
八
町

　

″
斎
藤
八
兵
衛
七
板

　

″
林
達
也
下
打
波

L
N
S
r

　
　
　
　
　

主
事
野
崎
四
郎

教
育
委
員
会
庶
務
係
長
を
命
ず
る

　

昭
和
三
十
一
年
一
月
十
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
英
子

大
野
市
教
育
委
員
会
事
鰯
局
職
員
に

任
命
す
る

　

昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
付

投票区別

第1投票区

第2々

第3／ノ

第4／ノ
第5・9・

第6／／

第7タタ
第8〃

第9／z

第10／z

第119
第12〃

第13／z

第14り

第15々
諮16〃

第17／ノ
第18〃

第19／z

第20／／

第21／／
第22・ヶ

第23／ノ

第24・ク
第25／〃

第26jダ
訟27〃　

合計

　　投票府

有終西小学校

浄弥

有終南小学校

円聘寺
小山小学校

大野市役函乾側出張府

下庄小学校　　　　
〃庄林分校　　　　

・9・中保分校

上庄小学校
若生子小学校

宝慶寺小学校

上庄小学校木本分校

上庄小学校五条方分校　　　　　

ヵ’吉分校
大野市役所五箇出張所

下打肢小中学校

打波小学校　　　　
・り・小池弓校

阪谷小学校　　　　

jタ第1分校　　　　
・ヶ第2分校

富田小学校
淑生小学校

森口小学校

勝原小学校湯J1分校

打肢小学校嵐分校

　男

1，355　
715

1，314

L163　

552
　416

1，144　

289

　350　
850

　102　　

60

　302　
265

　264　　

93

　　69　
　119　　

15

　516　

332
　176　

819

　327　

180

　　27　
　23

11，837

　女

L643　
917

1，610

L378　

554
　475

1，298　

338
　375　

973

　127　　

54

　335　
300

　296　　

85
　　83　

115

　　21　

536
　360　

176

　907　

342

　183　　
36

　　23

13，543

　計
2，998

L632

2＞924
2，541
L106　

891

2，442　

627
　725　

1，823　

　229　　

114
　　637　

　565　　

560

　　178　

　152　　
234

　　36　

L055　

　692　　
352

　1．726　　

669

　　363　
　63　　

46

25，380

備考

大野　

jゲ

　j7　

／7

小山

瓦側

下庄　

ノケ

　ノ7

上庄　

jタ

　jゲ　

jク

　〃　

jク

五箇　

j7

　〃　

ノ7

阪谷　

メノ

　／ノ

富田　

，タ

　ノy

五箇　

jク

解説 ③

r・康焉応β摺

一
、
所
得
割
等
の

　
　
　
　

税
率
調
整

　

国
税
で
あ
る
所
得
税
お
よ
び
法
人

税
の
減
税
に
伴
っ
て
、
市
民
税
が
減

収
と
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
税
率
に

つ
い
て
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
個
人
の
市
民
税
の
所
得
割
の
う

ち
、
所
得
税
額
を
課
税
標
準
と
す
る

第
一
課
税
方
式
（
五
箇
地
区
）
を
採

用
す
る
場
合
に
は
従
来
の
標
準
的
な

税
率
百
分
の
一
三
が
百
分
の
一
五
制

限
税
率
が
百
分
の
一
八
に
改
正
に
な

っ
た
こ
と
。
法
人
税
割
に
つ
い
て
も

地
方
税
の
税
収
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
法
人
率
の
税
引
上

げ
が
行
わ
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
従
来
の
百
分
の
九
が
百

分
の
九
・
七
に
改
正
さ
れ
た
。
た
だ

1
三
十
年
七
月
・
：
九
月
事
業
年
度
の

終
了
分
の
み
百
分
の
九
・
五
と
な
る

二
、
特
別
徴
牧
の
強
化

　

従
来
は
、
市
町
村
が
そ
の
条
例
で

特
別
徴
収
制
度
を
採
用
す
る
旨
定
め

を
L
た
場
合
に
限
っ
て
、
特
別
徴
収

の
方
法
に
よ
っ
て
、
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
今
度
の
改
正
で
は
、
原
則

と
し
て
特
別
徴
収
を
す
ら
と
と
も
に

市
町
村
が
粂
例
を
以
て
定
め
れ
ば
、

納
柚
者
か
ら
の
反
対
の
申
出
が
な
い

限
り
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
か

か
る
所
得
割
に
つ
い
て
も
、
特
別
似

収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

三
、
法
人
均
等
割
の

　
　
　
　
　

申
告
納
付

法
人
均
等
割
に
つ
い
て
、
従
来
の

1
及
徴
収
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
や

め
、
法
人
税
割
と
あ
わ
せ
、
申
告
納

付
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の

と
し
た
。

四
、
法
人
等
の
非
課
税
の

　
　
　
　
　
　
　

範
園

　

市
町
村
民
税
を
、
非
課
税
と
さ
れ

る
各
種
協
同
組
合
の
範
囲
を
事
業
税

の
取
扱
い
に
準
じ
、
積
立
金
額
が
出

資
総
額
の
四
分
の
一
に
遣
し
な
い
も

の
に
改
め
、
昭
和
三
十
一
年
度
分
の

市
民
税
か
ら
適
用
す
る
。五
固
定
資

産
租
基
準
年

度
に
つ
L
い
て

　

土
地
家
屋
に
つ

い
て
は
、
従
来
自

治
庁
の
指
示
に
基

き
毎
年
一
月
一

日
現
在
で
所
有
す

る
土
地
家
屋
に
付

い
て
、
評
価
価
額

を
決
定
し
た
の
で

あ
る
が
、
今
度
の

改
正
で
、
そ
の
評

価
し
た
価
額
が
据

置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
即
ち
評
価
価
額
の
据
置
と

は
一
定
年
度
に
お
い
て
評
価
の
上
、

決
定
し
た
価
額
を
そ
の
年
度
後
の
一

定
年
度
内
の
評
価
額
と
し
、
そ
の
期

間
内
評
価
を
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
た

る
。
具
体
的
に
基
準
年
度
と
は
、
昭

和
三
十
一
年
度
、
昭
和
三
十
二
年
産

お
よ
び
昭
和
三
十
三
年
か
ら
起
算
L

て
三
年
ま
た
は
Ξ
の
倍
数
年
度
を
眸

過
し
た
ご
と
の
年
度
を
い
う
も
の
で

あ
る
。

六
、
自
輔
車
荷
車
稽
の

　
　
　
　
　
　
　
　

改
正

　

原
動
機
付
自
転
車
の
標
準
税
率

（
現
行
五
百
円
）
は
そ
の
総
排
気
最
ま

た
は
定
格
出
力
の
区
分
に
応
じ
て
、

五
百
円
、
八
百
円
、
千
円
の
三
種
詔

に
定
め
ら
れ
、
昭
和
三
十
年
度
分
か

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
、
市
た
ば
こ
消
費
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　

改
正

　

市
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
は
、
現

行
の
一
一
五
分
の
I
〇
か
ら
百
分
の

九
に
引
上
げ
ら
れ
、
昭
和
三
十
一
年

三
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

八
、
そ
の
他

　

延
滞
金
、
延
滞
加
算
金
の
率
の
引

下
げ
国
税
に
お
け
る
利
子
税
お
よ

び
延
滞
加
算
税
が
引
下
げ
ら
れ
左
記

に
準
じ
、
こ
れ
を
引
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

昭
和
三
十
年
八
月
一
日
ま
で
の
期

間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
日

歩
四
曳
、
昭
和
三
十
年
八
月
二
日
以

後
の
期
間
に
つ
い
て
日
歩
三
曳
の
割

合
で
こ
れ
を
納
付
す
る
こ
と
と
な
る

　

以
上
簡
単
で
あ
る
が
、
今
回
改
正

さ
れ
た
地
方
税
法
改
正
を
要
約
し
た

が
、
要
す
る
に
現
在
地
方
財
政
は
極

度
の
窮
状
に
追
っ
め
ら
れ
て
い
る
と

き
、
税
務
行
政
の
完
全
な
運
用
と
納

税
者
各
位
の
協
力
に
依
っ
て
、
市
政

が
健
全
に
運
営
さ
れ
る
事
が
強
く
望

ま
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
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議会、市税が圧倒的

市報抽出調査の結果

　

市
と
市
民

を
結
ぶ
融
和

連
絡
機
関
と

し
て
の
市
報

が
、
ど
う
し

た
ら
市
民
か

ら
親
し
ま
れ

愛
読
さ
れ
る

か
と
い
う
こ

と
は
、
編
集

に
た
ず
さ
わ

5
抒
と
し
U

は
常
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
処

で
あ
る
が
、
最
初
の
試
み
と
し

て
、
市
報
に
対
す
る
関
心
度
に

つ
い
て
客
年
十
一
月
、
市
内
各

地
区
へ
戸
数
の
一
割
を
対
象
に

九
百
枚
の
抽
出
調
査
を
各
区
長

さ
ん
に
依
頼
し
て
実
施
し
た
。

　

十
二
月
末
よ
う
や
く
二
百
余

枚
が
回
集
さ
れ
た
の
で
そ
の
結

果
を
左
に
お
知
ら
せ
し
て
、
御

回
答
下
さ
っ
た
方
に
謝
意
を
表

す
る
と
共
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
御
参
考
に
供
た
い
。

　

な
お
市
報
に
対
し
明
る
い
一
一

ユ
ー
ス
、
或
は
市
に
対
す
る
御

意
見
や
批
判
は
ど
し
ど
し
御
投

稿
下
さ
い
。
「
声
」
の
欄
に
責
任

者
の
回
答
を
添
え
掲
載
し
ま
す

市
報
読
ん
で
い
る
九
七
●
三
が

保
存
し
て
い
る
四
〇
●
四

記
事
の
内
容
で
は

議
会
の
記
事
八
二
・
八
％

市
税
の
こ
と
七
八
・
七
％

市
民
の
声
七
七
●
八
％

農
事
メ
モ
六
四
・
九
％

今
月
の
行
事
六
二
・
五
％

地
区
だ
よ
り
六
一
・
三
％

告
知
板
五
五
●
六
％

風
土
記
五
三
・
七
％

明
る
い
市
民
た
ち
四
七
・
八
％

グ
ラ
フ
を
眺
め
て
三
五
●
四
が

そ
の
他
一
八
●
九
％

釦
岡
の
斤
參

五
日
（
日
）
▽
雪
の
彫
刻
J

　

ン
ク
ー
ル
六
間
通
り
▽

　

大
野
市
中
体
連
ス
キ
ー
大
会

　

阪
谷
向
山
ス
キ
ー
場

七
日
（
火
）
▽
西
校
卒
業
児

　

童
、
人
学
児
童
の
種
痘

八
日
（
水
）
▽
小
山
校
卒
業

　

児
童
、
入
学
児
童
の
種
痘

九
日
（
木
）
▽
西
校
卒
業
児

　

童
、
入
学
児
童
種
痘
検
診
及

　

び
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

十
日
（
金
）
▽
小
山
校
卒
業

　

児
童
、
入
学
児
童
種
痘
検
診

　

及
び
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

上
旬
▽
多
収
穫
及
び
包
装

　

の
表
彰
▽
農
業
普
及
部
落

　

座
談
会
▽
農
業
振
興
計
画

　

講
習
会

十
二
日
（
日
）
▽
第
八
回
県
体

　

冬
期
大
会
荒
島
ス
キ
ー
場

十
三
日
（
月
）
下
庄
校
卒
業
児

　

童
、
入
学
児
童
種
痘

十
四
日
（
火
）
▽
南
校
卒
業
児

　

童
、
入
学
児
童
種
痘
▽
戸

　

籍
事
務
研
究
会

十
五
日
（
水
）
▽
下
庄
校
卒
業

　

児
童
、
入
学
児
童
種
痘
検
診

　

及
び
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

一
六
日
（
木
）
▽
南
校
卒
業
児

　

童
、
入
学
児
童
種
痘
検
診
及

　

び
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

十
九
日
（
日
）
▽
第
十
回
ク
ラ

　

ブ
高
校
対
抗
ス
キ
ー
大
会
兼

　

福
井
県
選
手
権
大
会
六
呂

　

師
ス
キ
ー
場

二
十
日
（
月
）
▽
上
庄
校
卒
業

　

児
童
、
入
学
児
童
種
痘

中
旬
▽
農
事
研
究
発
表
会

　

▽
青
少
年
問
題
協
議
会

二
十
一
日
（
火
）
▽
乾
側
校
卒

　

業
児
童
、
入
学
児
童
種
痘

二
十
二
日
（
水
）
▽
上
庄
校
卒

　

業
児
童
、
入
学
児
童
種
痘
検

　

診
及
び
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注

　

射
二
十
三
日
（
木
）
▽
乾
側
卒
業

　

児
童
、
入
学
児
童
種
痘
検
診

　

及
び
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

二
十
七
日
’
月
）
▽
小
山
校
卒

　

業
児
童
、
入
学
児
童
種
痘

二
十
九
日
（
水
）
▽
小
山
校
卒

　

業
児
童
、
入
学
児
童
種
痘
検

　

診
及
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射

新
入
学
児
童
の

父
兄
の
方
へ

　

楽
し
い
入
学
シ
ー
ズ
ン
が
お

し
迫
り
、
父
兄
の
方
は
何
か
と

お
心
忙
し
い
事
で
し
ょ
う
。
今

春
、
市
内
の
小
学
校
へ
新
入
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
は

◇
大
野
市
内
に

居
住
し
て
い
る

昭
和
二
十
四
年

四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
。

右
に
該
当
す
る
お
子
さ
ん
の
御

家
庭
へ
は
、
既
に
お
し
ら
せ
し

て
あ
り
ま
す
。

　

万
一
、
通
知
が
お
手
許
に
届

か
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
市
教

育
委
員
会
ま
た
は
市
役
所
の
各

出
張
所
に
申
出
て
下
さ
い
。

な
お
お
子
さ
ん
が
病
弱
或
い
は

発
育
不
完
全
、

そ
の
他
や
む
を

得
な
い
事
由
の

た
め
、
就
学
困

難
の
場
合
に
は
、
医
師
の
証
明

書
と
、
そ
の
事
由
を
証
す
る
に

足
る
書
類
を
添
え
て
、
就
学
猶

予
叉
は
免
除
願
を
市
教
育
委
員

会
に
出
し
て
下
さ
い
。

jf昴＿曰

疸眺灘欣

　

当
市
人
口
の
自
然
増
加
は
年
々
六
百
余
人
で
あ
る
が
、
国
勢

調
査
の
結
果
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
故
か
。

　

恵
ま
れ
た
地
下
、
山
林
の
大
資
源
を
開
拓
、
越
美
北
線
早
期

開
通
に
よ
る
大
工
場
の
誘
致
、
産
業
開
発
に
、
挙
市
一
丸
と
な

り
他
市
へ
の
労
働
人
口
の
流
出
を
食
い
止
め
、
大
大
野
市
建
設

に
邁
進
し
よ
う
。

　
　

「
人
生
五
十

年
」
と
云
う
言

葉
は
今
で
は
適

用
さ
れ
な
く
な

り
昭
和
こ
十
八

年
調
で
は
男
子

六
十
一
・
九
才

女
子
六
十
五
●

七
才
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
間
の
平
均
寿
命
が
延
び

る
の
は
病
気
の
予
防
や
、
そ
の
治
療

医
学
の
進
歩
に
よ
り
死
亡
率
が
減
少

す
る
た
め
だ
が
、
こ
れ
は
国
の
文
化

が
進
ん
だ
よ
い
証
拠
と
も
云
え
る
。

産
業
開
発
が
⑧

市
外
流
出
を
防
ぐ
鍵

　

さ
て
、
昭
和
二
十
五
年
の
国
勢
調

査
を
基
点
と
し
て
大
野
市
の
出
生
、

死
亡
を
み
る
と
、
出
生
は
、
昭
和
二

十
六
年
～
て
一
一
二
七
人
、
同
二
十

七
年
～
一
、
二
八
〇
人
、
同
一
一
十
八

年
～
一
、
一
〇
一
人
、
同
二
十
九
年

～
一
、
一
五
九
人
。

　

死
亡
は
、
昭
和
二

十
六
年
～
五
二
三
人

同
二
十
七
年
～
五
三

二
人
、
同
二
十
八
年

～
五
一
二
人
、
同
二

十
九
年
一
四
八
七
人

と
な
っ
て
お
り
、
昭

和
三
十
年
の
自
然
増

加
を
含
む
と
実
に
三

千
三
百
八
十
四
人
の

自
然
増
加
人
口
を
示

し
て
い
る
が
、
こ
の

五
年
間
の
増
加
数
は

ち
よ
う
ど
阪
谷
地
区

の
人
口
に
匹
適
し
て

い
る
。

　

昭
和
二
十
五
年
の

国
勢
岡
査
結
果
と
昭
和
三
十
年
の
国

勢
調
査
結
果
を
比
較
し
て
み
る
と
、

後
者
の
方
が
七
百
十
五
人
減
少
で
、

四
万
四
千
百
七
十
九
人
で
あ
る
。
こ

の
結
果
か
ら
み
る
と
市
の
人
口
は
年

々
市
外
へ
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
流
出
人
口
を
食
い
止
め

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

即
ち
恵
れ
た
山
林
地
下
資
源
の
開

発
、
商
工
業
の
発
展
等
に
い
ま
一
段

の
努
力
、
工
夫
が
な
け
れ
ば
、
大
野

市
の
発
展
も
期
さ
れ
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

（
グ
ラ
フ
は
昭
和
三
十
年
の
月
別
出

生
、
死
亡
数
を
示
す
）

昭和30年市の自燃増加人口

671人
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二十四名を表彰

米寥品質の向上と包装改善

　

市
内
産
米
麦

の
品
質
お
よ
び

包
装
を
よ
り
よ

く
し
、
商
品
価

値
を
高
め
る
目

的
で
、
昭
和
三

十
年
産
米
麦
を

基
礎
に
、
そ
の

優
良
者
を
表
彰

す
る
こ
と
に
な

り
、
農
産
物
検

査
法
に
基
き
、

一
福
井
食
糧
事
務
所
大
野
支
所
器

一
の
内
申
に
よ
り
、
次
の
二
十
四
一

名
が
表
彰
を
受
け
る
。

　　
（
表
彰
式
は
二
月
十
日
の
予
定
‥

一
〔
大
野
地
区
〕
佐
藤
継
冶
＾
横
゛
・

松
山
賢
一
＾
篠
座
゛
松
田
長
七

（
春
日
一
）

〔
下
庄
地
区
〕
大
久
保
孫
兵
衛
（
大

田
）
小
池
忠
助
（
上
中
野
）
北
川
万

吉
（
菖
蒲
池
）

〔
乾
側
地
区
〕
北
山
篤
（
尾
永
見
）

田
中
勝
丸
（
矢
）
冨
m
一
（
下
丁
）

〔
小
山
地
区
〕
水
口
与
作
（
上
荒
井

）
山
本
環
（
下
舌
）
水
野
茂
兵
衛

　

（
鍬
掛
）

〔
上
庄
地
区
〕
南
部
登
（
下
据
）
前

田
広
（
下
郷
）
両
川
健
（
友
兼
）
長

谷
川
佐
喜
蔵
（
木
本
）

〔
富
田
地
区
〕
宮
腰
吉
三
（
土
打
）

松
山
次
大
（
川
上
）
帰
山
小
太
郎
（

唯
野
）
酒
井
清
（
土
打
）

〔
阪
谷
地
区
〕
田
中
由
松
（
柿
が
島

）
伴
籐
五
郎
（
六
呂
師
）
中
川
忠
（

松
丸
）

〔
五
箇
地
区
〕
林
庄
左
衛
門
（
西
勝

原
）
以
上
二
十
四
名
。

松
井
正
市
さ
ん

一
等
賞
に
入
選

米
作
多
収
穫
競
技
会

　

昭
和
三
十
年
度
の
米
作
多
収

穫
競
技
会
出
品
数
は
約
二
百
点

で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
生
育
審

査
、
第
二
次
坪
刈
審
査
を
へ
た

上
、
昨
年
十
一
月
十
八
日
に
市

役
所
で
最
終
総
合
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
右
の
十
一
点
が
入
賞

と
決
り
二
月
十
日
大
野
公
民
舘

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
米
作
多
収
穫
競
技
会
は

大
野
市
の
よ
う
な
交
通
に
恵
ま

れ
な
い
地
方
の
農
業
経
営
は
自

然
米
作
が
主
要
農
産
物
と
な
る

の
で
、
市
農
務
課
が
、
こ
の
耕

作
技
術
の
向
上
と
増
産
を
計
り

市
全
体
の
生
産
を
高
め
る
目
的

で
、
昭
和
二
十
九
年
度
よ
り
行

っ
て
き
た
も
の
で
、
昭
和
三
十

一
年
度
に
も
多
数
の
出
品
者
が

あ
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。

早
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
果
樹
一
二
月
と
云
え
ば
雪
に
覆
ら

れ
た
り
、
ま
た
時
々
大
雪
に
見
舞
ら

れ
る
時
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
雪
害
か
ら
護
る
た
め
時
々
園
を
臥

廻
り
、
柵
や
枝
の
雪
を
除
い
た
り
、

若
し
枝
先
が
雪
の
中
に
埋
ま
っ
て
い

る
よ
う
な
場
合
は
掘
り
出
し
て
や
ろ

事
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
下
旬
に
入

っ
て
も
な
お
果
樹
の
剪
定
が
終
っ
で

一
等
賞
一
席

二
等
賞
一
席

″
二
席

三
等
賞
一
席

″
二
部

″
三
席

努
力
賞
一
席

″
二
席

″
三
部

″
四
部

″
五
部

等
級

松
井
正
市

辻
昇
利

中
島
甚
太
郎

松
田
斉
市

久
保
信
男

畑
中
六
平

起
稿
甚
光

広
順
三
五
郎

尾
崎
研
次
郎

竹
内
武

池
端
六
水

入
賞
者
氏
名

阿
難
相
地
頭
方
　

中
津
川
　

五
条
方
　

新
河
原
　

阿
部
相
領
家
　

上
黒
谷
　

松
丸
　

唯
野
　

菖
蒲
池
　

酉
大
月
　

坂
戸 住

所

越
南
十
四
号

が
六
号

農
林
一
号

新
六
号

越
南
六
号

白
訟
子

越
南
六
号

訴
六
号

北
陸
五
二
号

農
林
四
三
号

品
種

六
四
こ
一

六
七
こ
一

翌
・
八

さ
ハ
’
S

六
七
凡

六
七
盃

六
四
1

完
ん

叉
久

六
六
！
一

六
四
・
一
一

味
数
坪
当
り

一
l
l
≪
＾
升

四
●
豆

四
●
こ
一

づ
一
・
六
I
l
l

l
l
l
c
八
六

管
を

四
芯
一

l
l
l
≫
＾
六

一
‘
一
・
久

一
？
一
八

一
‘
一
一
一
8

容
豆

）
灸
三
・
六
　

九
六
蚕
〔
）
　

な
9
・
〔
〕
　

＾
s
o
≫
o
　

九
兄
●
一
　

を
七
・
一
　

を
一
久
　

＾
0
0
≪
0
　

き
〔
〕
●
（
）
　

八
一
尺
’
（
〕
　

八
一
？
｛
）

重
量

ｔ
・
一
函
石

）
f
｝
≪
1
0

？
Ξ

四
応
六

四
≪
八
I
f
l

四
・
＜
：
a

四
・
＜
！
I

四
・
翌

四
・
翌

S
’
E
H
l

四
・
一
石

推
定
反
ー

ー
E

燧
り

「
作
物
」
平
坦
部
で
は
今
月
の
下
旬

頃
に
な
る
と
大
体
融
雪
が
見
ら
れ
ろ

麦
、
菜
種
等
の
冬
作
物
は
融
雪
後
た

る
べ
く
早
く
、
や
や
土
の
乾
い
た
と

こ
ろ
を
見
計
っ
て
追
肥
や
中
耕
等
の

作
業
を
行
う
と
良
い
。
平
年
の
状
況

か
ら
見
る
と
、
大
体
の
時
期
は
平
坦

部
で
こ
月
下
旬
、
中
山
間
部
で
三
月

上
旬
と
な
っ
て
い
る
。
麦
の
施
肥
最

は
反
当
り
硫
安
で
四
貫
、
菜
屁
で
五

…
六
貫
程
度
を
施
し
、
施
肥
後
畦
間

を
や
や
深
目
に
中
耕
す
る
。
な
お
冬

作
物
に
と
っ
て
最
も
恐
し
い
春
の
湿

害
回
避
の
た
め
、
特
に
排
水
に
注
意

し
、
雪
の
特
に
多
い
所
で
は
、
消
雪

を
早
め
る
た
め
、
今
月
下
旬
、
雪
の

上
に
細
か
い
黒
土
を
反
当
り
五
〇
・
：

六
〇
貫
散
布
す
る
と
十
日
位
融
雪
を

い
な
い
園
や
、
昨
年
に
粗
末
な
剪
定

の
ま
ま
放
任
し
て
あ
る
柿
は
、
更
に

仕
上
剪
定
を
厳
寒
期
を
過
ぎ
た
ら
早

速
行
う
必
要
が
あ
る
。

″
疏
菜
】
早
熟
栽
培
で
は
育
苗
の
成

否
が
総
て
を
左
右
す
る
。
特
に
床
土

は
腐
熟
有
機
物
が
多
く
て
、
病
菌
の

な
い
も
の
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

自
信
の
な
い
も
の
は
焼
土
し
て
消
南

す
る
琲
・
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
床
潟

を
保
つ
た
め
に
は
熱
源
を
多
く
す
る

事
よ
り
も
、
北
、
西
側
に
防
風
垣
を

設
け
る
こ
と
や
、
枢
の
周
囲
を
厚
く

し
て
保
温
を
充
分
す
る
事
が
更
に
大

切
な
点
で
あ
る
。
ま
た
枢
の
面
積
か

で
き
る
だ
け
多
く
し
て
株
間
を
充
分

与
え
る
こ
と
が
早
期
収
量
を
多
く
す

る
鍵
で
あ
る
。

【
土
墳
肥
料
】
こ
の
時
期
に
な
る
と

農
業
講
座
や
部
落
座
談
会
な
ど
が
開

催
さ
れ
る
が
、
受
講
を
参
考
に
し
て

自
分
で
樹
て
た
設
計
を
更
に
検
討
1

合
い
、
早
急
に
合
理
的
な
万
全
の
計

画
を
樹
々
す
る
事
が
望
ま
し
い
。

家
畜
の
衛
生
に
注
意

【
自
給
肥
料
の
手
入
れ
一
暮
に
屋
外

に
積
み
込
ま
れ
た
堆
厩
肥
は
醗
酵
亀

進
ん
で
お
り
、
往
々
雨
水
の
漏
人
す

る
よ
う
な
場
合
も
生
ず
る
の
で
、
こ

う
し
た
第
に
な
ら
な
い
う
ち
に
切
返

し
を
実
施
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば

上
部
の
凹
み
を
な
お
し
て
復
い
を
完

全
に
す
る
よ
う
、
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
積
込
み
の
周
囲
の
溝
は
常

に
き
れ
い
に
さ
ら
え
て
、
堆
厩
肥
の

積
ま
れ
た
所
へ
浸
水
し
肥
効
の
落
ち

な
い
よ
う
に
手
配
す
る
事
が
大
切
で

【
畜
産
】
こ
の
月
は
年
中
で
最
も
寒

い
月
で
あ
り
、
餌
等
も
片
寄
り
易
い

月
で
あ
る
か
ら
、
特
に
娩
畜
に
は
注

意
を
払
っ
て
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
分
の
補

給
と
か
、
急
激
な
夜
冷
え
に
体
を
さ

ら
し
た
り
し
て
流
浪
を
さ
せ
な
い
様

注
意
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

【
養
蚕
】
接
木
用
穂
木
の
採
取
と
貯

蔵
は
株
は
品
種
が
正
し
く
て
、
病
害

に
か
か
つ
て
い
な
い
こ
と
が
前
提
条

件
で
あ
る
。
な
お
前
年
の
〃
夏
秋
蚕
に

葉
を
と
っ
て
い
な
く
て
、
穂
木
の
芽

が
し
っ
か
り
し
て
節
の
長
さ
が
規
則

正
し
く
よ
く
充
実
し
、
余
り
細
く
か

っ
て
い
な
い
事
が
必
要
で
あ
る
。
仙

木
を
貯
え
る
場
所
は
、
日
陰
で
水
は

け
が
よ
く
、
貯
蔵
の
期
間
は
1
ヵ
月

を
越
え
な
い
こ
と
が
よ
い
。
桑
園
の

酸
度
検
定
一
応
枯
損
株
や
病
株
の
掘

り
取
り
を
行
い
、
三
、
四
月
補
植
の

の
準
備
を
行
っ
た
り
、
ま
た
桑
園
の

酸
度
を
検
定
し
て
必
要
量
の
石
灰
を

施
用
し
て
お
く
事
が
望
ま
し
い
。

お
わ
び
民
生
委
員
阪
谷
地
区
石

谷
は
伊
藤
里
枝
さ
ん
担
当
。

空気銃

狩
猟
の
時
に
は

　

狩
猟
登
録
を

　

第
十
六
号
市
報
で
周
知
の
通
り

空
気
銃
を
所
持
す
る
に
は
県
公
容

委
員
会
の
所
持
許
可
証
を
受
け
た

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
許
可
を
苧

け
な
い
で
、
空
気
銃
を
所
持
し
一
J

い
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
お

に
所
持
許
可
を
受
け
る
よ
う
手
鏡

を
し
て
下
さ
い
。
空
気
銃
を
携
帯

す
る
時
、
次
の
場
合
以
外
に
は
詩

猟
と
同
じ
く
、
空
気
銃
屯
「
お
蛤

い
」
を
し
、
容
器
に
入
れ
て
ご

ち
に
発
射
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
に
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
狩
猟
法
の
規
定
に

よ
り
銃
猟
を
行
う
場
合
、
業
務
の

た
め
使
用
す
る
場
合
、
公
安
委
昌
一

会
の
指
定
す
る
射
撃
場
に
お
い
で

射
撃
を
行
う
場
合
に
は
容
器
に
入

れ
な
く
て
も
よ
い
。

　

空
気
銃
で
狩
猟
す
る
時
は
、
別

に
狩
猟
法
の
規
定
に
よ
り
、
県
知

事
の
狩
猟
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん



集
う
四
百
余
名

意
1
も
新
た
に
出
初
式

　

新
市
発
足
以
来
二
回
目
の
出

初
式
が
、
一
月
六
日
午
前
八
時

三
十
分
、
有
終
四
小
学
校
校
庭

に
団
長
以
下
四
百
三
十
七
名
の

精
鋭
が
勢
揃
い
し
華
や
か
に
繰

り
展
げ
ら
れ
た
。
整
備
さ
れ
た

機
械
器
具
と
、
溢
れ
る
ば
か
り

の
団
員
の
士
気
は
、
四
万
五
千

市
民
の
意
を
強
く
す
る
も
の
が

あ
っ
た
。

　

恵
ま
れ
た
天
候
に
多
数
の
市

内
外
の
来
賓
を
迎
え
、
人
員
点

検
、
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点

検
、
柳
ノ
神
社
社
殿
で
大
野
市

の
無
災
と
消
防
団
の
無
事
故
を

祈
願
し
て
、
市
街
行
進
を
行
い

六
間
広
場
に
於
い
て
分
列
、
一

斉
放
水
式
等
が
あ
り
、
県
消
防

課
長
の
講
評
に
っ
い
で
、
斎
藤

市
長
、
市
議
会
議
長
か
ら
、
当

市
の
消
防
機
械
器
具
の
設
備
は

充
分
で
な
い
が
、
団
員
各
位
の

創
意
と
努
カ
に
よ
っ
て
補
い
、

市
消
防
陣
の
完
璧
を
期
し
て
市

民
の
信
頼
に
こ
た
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
激
励
さ
れ
、
意
義
あ

る
出
初
式
を
終
了
し
た
。

（
写
真
は
出
初
式
の
機
具
点

検
）

訂
正
前
号
「
編
集
後
記
」
中
、
昭

和
二
十
八
年
七
月
発
足
と
あ
る
の
は

昭
和
二
十
九
年
の
誤
り
に
つ
き
訂
正

し
ま
す
。

二月の暦

梯プ案ダズ：7゛yy1ラ1J

一
、
造
林
補
助
金
交
付
申
請
書

提
出
―
二
月
廿
日
ま
で
。
昭
和

三
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
、
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
植
林

し
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
期
日
ま
で
に

地
区
出
張
所
叉
は
森
林
組
合
に

申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

二
、
自
家
養
苗
の
講
習
会
開
催

戦
後
。
特
に
造
林
事
業
は
、
治

山
治
水
或
は
国
土
開
発
な
ど
公

共
的
立
場
か
ら
、
更
に
ま
た
農

山
村
振
興
上
の
立
場
か
ら
極
め

て
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

当
市
内
の
造
林
事
業
も
逐
次
増

加
を
見
せ
、
昭
和
二
十
九
年
度

に
於
て
は
約
二
六
〇
町
歩
の
植

林
面
積
に
達
し
ま
し
た
。
然
し

な
が
ら
苗
木
の
殆
ん
ど
は
他
か

ら
購
入
し
て
い
る
よ
う
な
現
状

で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
本
で
も

多
く
自
家
養
苗
を
実
施
し
、
造

林
費
用

の
軽
減

を
計
っ

て
頂
き

た
く
、

左
記
日

程
に
よ

り
講
習

会
を
開
催
致
し
ま
す
か
ら
、
多

数
受
講
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

一
、
講
習
内
容

1
挿
苗
用
穂
木
の
採
取
及
び

　

苗
木
の
育
て
方

2
稚
苗
の
育
て
方

二
、
日
時
及
び
場
所

二
月
十
六
日
午
前
十
時
よ
り

　
　
　
　
　
　

阪
谷
出
張
所

二
月
十
七
日
ひ
が

　
　
　
　
　
　

富
田
出
張
所

二
月
二
十
日
ひ
が

　
　
　
　
　
　

上
庄
出
張
所

二
月
二
十
一
日
″
″

　
　
　
　
　
　

小
山
出
張
所

二
月
二
十
二
日
″
″

　
　
　
　
　
　

下
庄
出
張
所

二
月
二
十
三
日
″
″

　
　
　
　
　
　

五
箇
出
張
所

二
月
二
十
四
日
″
″

　
　
　
　
　
　

上
打
波
道
場

二
月
二
十
七
日
″
″

　
　
　
　
　
　

乾
側
出
張
所

備
考
降
雪
そ
の
他
に
よ
り
。

日
時
を
変
更
す
る
場
合
は
改
め

て
通
知
す
る
。

市
報
推
選
に
入
選

県
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

　

広
報
技
術
の
向
上
を
計
る
目

的
で
昨
年
十
一
月
末
。
福
井
県

福
井
県
市
長
会
。
町
村
会
主
催

の
も
と
に
行
わ
れ
た
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
市
の
部
に
大
野
市
報

が
推
選
に
入
選
、
福
井
市
が
特

選
に
入
選
し
た
。

◆
納
税
で
こ
の
道
そ
の
橋
あ
の
学
校 市民の明るヽ、jヽ動き。

平
和
の
シ
ン
ボ
ル

阪
谷
緬
山
羊
組
合

　

「
新
生
活
」
が
各
地
で
盛
ん
に
叫

ば
れ
て
い
る
折
か
ら
、
こ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
衣
食
生
活
の
改
善
を
め
ざ
し

て
い
る
阪
谷
緬
山
羊

組
合
を
訪
ね
て
み
る

こ
と
に
し
た
。

　

農
村
の
衣
料
を
な

ん
と
か
し
て
自
給
し

衣
料
生
活
の
向
上
を

計
ろ
う
と
、
昭
和
二

十
三
年
頃
か
ら
緬
山

羊
芳
導
入
し
た
の
が

起
り
で
、
い
ま
な
お

阪
谷
地
区
の
緬
山
羊

飼
育
熱
は
、
漸
次
盛

ん
に
な
り
、
現
在
、

二
百
頭
近
く
飼
わ
れ

て
い
る
。
し
じ
ま
を

破
っ
て
「
メ
I
I
メ
I
I
」
と
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
と
云
わ
れ
る
羊
の
鳴
き

声
が
、
い
か
に
も
の
ど
か
に
聞
え
て

来
る
。
以
下
は
伏
石
の
組
合
員
T
婦

人
と
の
一
問
一
答
（
○
印
は
笛
者
×

印
は
T
婦
人
）

　

○
お
宅
に
は
何
頭
緬
羊
が
飼
わ

　

れ
て
い
玄
す
か
。

×
ハ
イ
四
頭
飼
っ
て
い
ま
す
。

　

○
そ
れ
じ
や
あ
飼
料
が
大
変
で

　

し
よ
ゝ
り
ね
。

X
緬
羊
は
ね
、
台
所
の
屑
物
や
野

菜
の
残
り
物
、
豆
ハ
ゴ
な
ど
で
飼
わ

れ
ま
す
し
、
夏
は
雑
草
を
大
変
良
く

食
べ
ま
す
の
で
一
拓
人
の
方
が
考
え
る

よ
う
な
困
難
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

○
そ
う
で
す
か
、
そ
れ
は
結
構

　

で
す
ね
。
緬
羊
一
頭
か
ら
毛
が
ど

　

れ
程
と
れ
ま
す
か
。

×
毛
糸
な
ら
四
、
五
ポ
ン
ド
、
服

地
で
す
と
背
広
一
着
分
取
れ
ま
す
。

大
き
い
緬
羊
で
す
と
大
人
の
オ
ー
バ

ー
地
が
一
着
分
出
来
ま
す
。

　

○
お
宅
の
御
主
人
は
い
つ
も
立

　

派
な
洋
服
を
着
て
お
ら
れ
る
と
云

　

う
話
し
で
す
が
み
ん
緬
羊
の
毛
で

　

す
か
。

×
そ
う
で
す
よ
。
今
は
委
託
加
工

の
制
度
が
よ
く
で
き
て
い
て
、
毛
糸

一
ポ
ン
ド
が
四
〇
〇
円
、
服
地
一
着

分
が
二
、
三
千
円
で
加
工
が
で
き
、

光
沢
の
あ
る
純
毛
品
が
還
元
さ
れ
て

大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
何
ん
と
云

っ
て
も
純
毛
の
着
心
地
は
ま
た
格
別

で
す
ね
。
今
後
は
夜
具
も
追
々
軽
い

毛
布
に
切
替
え
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

○
実
に
羨
ま
し
い
こ
と
で
す
ね

無
家
畜
で
あ
っ
た
お
宅
が
緬
羊
を

飼
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
稲
作

が
見
違
え
る
程
よ
く
な
っ
た
と
云

う
近
所
の
話
が
あ
り
ま
す
が
…
。

×
そ
う
で
す
ね
。
作
物
は
金
肥
だ

け
で
は
駄
目
で
す
ね
、
や
は
り
堆
厩

肥
が
必
要
で
、
特
に
羊
肥
は
燐
酸
質

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
肥
料

価
値
が
高
い
わ
け
で
す
。

　

○
緬
羊
は
肉
も
大
変
お
い
し
い

　

そ
｀
り
ノ
で
す
が
’
・
゜
○

×
え
え
、
主
人
が
云
っ
て
ま
し
た

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
の
味
は
叉
格
別

で
、
肉
質
も
非
常
に
よ
く
、
繊
維
私

や
わ
ら
か
で
蛋
白
質
が
多
い
良
肉
だ

と
云
っ
て
ま
し
た
。

　

○
緬
羊
を
詞
う
こ
と
に
よ
っ
て

　

衣
生
活
の
改
善
向
上
が
で
き
、
肥

　

料
が
で
き
、
肉
が
取
れ
て
、
草
が

　

毛
、
肉
、
肥
料
に
な
る
に
わ
け
で
I

　

石
三
1
と
云
ら
・
帛
で
す
ね
。

組
合
員
以
外
に
も
飼
育
熱
の
高
ま
る

こ
と
を
希
い
つ
つ
、
メ
I
’
メ
I
I

と
鳴
く
緬
羊
の
声
を
後
に
、
暮
れ
ぷ

い
秋
の
日
陰
を
ふ
ん
で
帰
途
に
っ
く

　

写
真
は
朝
露
に
濡
れ
て
（

鳴
く
緬
羊

）



　　

l’n

・、、aa；

　

九
年
振
り
の
大
雪
で
奥
越
の
二
大

ス
キ
ー
場
は
今
大
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
る
。
恵
ま
れ
た
大
自
然
に
鍛
え

る
シ
ー
ズ
ン
と
あ
っ
て
土
曜
、
日
曜

と
も
な
れ
ば
、
荒
島
、
六
呂
師
両
ス

キ
ー
場
に
押
し
寄
せ
る
猛
者
連
が
続

く
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
活
躍
で
ス
キ

ー
場
迄
の
バ
ス
も
通
い
し
ご
く
便
利

で
あ
る
。
両
ス
キ
ー
場
の
ダ
イ
ヤ
を

お
知
ら
せ
す
る
と

大
野
三
番
発
六
呂
師
ス
キ
ー
場
行

　

七
時
一
〇
分
、
九
時
一
〇
分
、
一
一
時
一
〇
分

一
三
時
一
〇
分
、
五
一
時
一
〇
分
、
一
七
時
四
〇
分

　

大
野
三
番
発
荒
島
ス
キ
ー
場
行
八
時
三
五

分
、
九
時
三
五
分
、
一
〇
時
三
五
分
、
一
五
時
五

分
、
一
七
時
一
〇
分

※
土
曜
に
は
一
四
時
五
分
、
一
五
時
三
五
分

一
八
時
一
〇
分
日
曜
に
は
七
時
三
五
分
、
九
時
五
分
、
一
四
時
五

分
、
一
五
時
三
五
分
が
追
加
運
転
さ
れ
る
。

「郷土いろはかるたi
六
呂
師
は
北
陸
一
の
ス
キ
ー
場

　

経ヶ岳の麓にある六呂師ヶ原は、三

十万余坪クT）起伏変化にとむ大高原であ

る。冬は荒島岳の麓の荒島スキー場と

共に県内外のスキーヤーで賑う。京福

電鉄の下荒井六呂師口駅から徒歩で六

粁、伏石からは山ごしにΞ粁余である

吹
雲
に
乗
っ
て

　

東
北
、
北
海
道
ま
で

スキー

　

大
野
市
中
狭
に
あ
る
M

運
動
具
店
で
は
、
例
年
の

予
想
を
狂
わ
し
市
外
の
業

者
か
ら
ス
キ
ー
注
文
が
殺
到
し

こ
の
と
こ
ろ
製
造
に
大
童
わ
、

こ
こ
で
で
き
る
ス
キ
ー
は
年
産

一
万
台
で
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
石
川
、
岐
阜
を
は
じ

め
富
山
、
新
潟
、
長
野
各
県
、
遠

く
は
東
北
、
北
海
道
地
方
ま
で

も
輸
送
さ
れ
、
大
野
市
の
特
産

品
と
し
て
声
価
を
博
し
て
い
る

水
戸
浪
士
事
変
と

（
一
）

西
谷
罹
災
地
の
こ
と

　

今
か
ら
ち
よ
う
ど
九
十
年
前
の
元

治
元
年
十
二
月
五
日
（
新
暦
一
月
四

日
）
水
戸
の
勤
王

志
士
武
田
耕
雲
斎

ら
一
行
八
百
余
人

が
、
積
雪
数
尺
の

蝿
帽
子
峠
を
突
破

し
。
大
野
郡
酉
谷

村
に
下
っ
て
来
た

浪
士
ら
は
最
初
美

濃
大
垣
よ
り
京
都

に
酉
上
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
が
、

大
垣
方
面
に
は
名

古
屋
、
桑
名
、
大

垣
等
の
大
藩
が
出

陣
し
て
い
る
の
で
、
急
に
方
向
を
大

野
郡
に
転
じ
た
。
不
意
打
を
受
け
た

大
野
藩
の
驚
き
は
一
方
で
は
な
か
っ

た
。
驚
き
と
騒
ぎ
、
そ
れ
に
流
言
非

語
が
瀕
々
と
飛
び
、
人
心
き
よ
う
き

よ
う
、
危
険
は
寸
前
に
迫
っ
た
。

藩
は
ま
ず
こ
の
急
を
勝
山
、
福
井
、

丸
岡
、
鯖
江
等
の
各
藩
に
知
ら
せ
た

っ
い
で
町
在
よ
り
三
千
有
余
の
人
足

を
強
制
的
に
募
り
、
彼
ら
を
秋
生
、

黒
当
戸
、
木
戸
、
中
島
、
笹
又
等
の

各
村
に
つ
か
わ
し
、
人
民
財
産
等
の

避
難
に
当
ら
せ
、
そ
の
人
家
三
百
余

戸
を
焼
払
わ
せ
た
。
更
に
沿
道
の
大

木
を
伐
倒
し
、
橋
梁
を
切
落
し
、
敵

人
馬
の
通
庁
を
阻
止
し
た
。
つ
い
で

大
野
軍
は
笹
又
峠
に
出
陣
し
、
砲
列

を
布
き
、
陣
容
を
整
え
た
が
、
戦
わ

ず
し
て
既
に
怯
え
士
気
振
わ
な
か
っ

た
。
十
二
月
五
日
に
は
勝
山
軍
も
福

井
軍
も
大
野
に
着
き
、
勝
山
軍
は
最

5
寺
、
長
勝
寺
を
本
陣
と
し
、
福
井

軍
は
善
導
寺
、
誓
念
寺
を
太
陣
と
し

そ
れ
ぞ
れ
陣
容
を
整
え
た
。
愛
国
の

一
念
に
燃
え
る
浪
士
軍
は
、
十
月
二

十
三
日
水
戸
那
珂
港
出
発
い
ら
い
、

下
野
、
上
野
、
信
濃
、
美
濃
の
各
地

を
転
戦
突
破
し
、
威
風
堂
々
十
二
月

四
日
（
新
暦
一
月
三
日
）
ク
ラ
ヤ
ミ

峠
を
経
て
、
大
河
原
村
に
入
り
、
蝿

帽
子
の
嶮
を
越
え
、
秋
生
村
に
入
っ

た
。
秋
生
村
は
既
に
焼
か
れ
て
い
る

の
で
大
部
分
は
露
営
し
た
（
つ
づ
く
）

　

（
写
具
は
山
頂
左
隅
く
ぼ
み
が
笹
ヌ

　

峠
｀
ヽ

φ

民
。
声

心
な
き
市
民
の

　

猛
省
を
促
す

　

限
ら
れ
た
消
防
力
で
、
多
数
市
民

各
位
の
生
命
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

に
は
、
良
識
を
基
盤
と
し
た
市
民
の

皆
様
の
協
力
が
、
何
よ
り
奄
大
切
で

あ
る
と
信
じ
ま
す
。
火
災
に
よ
る
被

害
を
、
僅
少
に
食
い
止
め
、
消
し
易

い
状
態
に
置
く
た
め
に
は
、
市
民
の

自
衛
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

消
火
活
動
に
当
る
機
械
力
を
与
え
る

こ
と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
積
雪
時

に
は
、
現
在
保
有
す
る
自
動
車
ポ
ン

プ
は
、
除
雪
し
た
道
路
以
外
は
使
用

不
能
で
あ
り
ま
す
。
消
防
ス
ノ
ー
カ

－
ポ
ン
プ
が
、
せ

め
て
一
合
で
も
あ

れ
ば
よ
い
と
考
え

ま
す
が
、
予
算
の

関
係
で
購
入
は
困

難
で
あ
り
ま
す
。

頼
み
に
す
る
可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ
で

も
、
せ
め
て
Ξ
台
位
要
る
の
に
一
台

し
か
お
り
ま
せ
ん
。

　

万
一
に
備
え
、
土
木
出
張
所
や
、

木
ノ
本
原
開
拓
事
務
所
の
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
の
協
力
を
得
て
除
雪
し
て
い
室

し
た
が
、
店
の
前
通
り
で
入
口
を
雪

で
塞
い
だ
と
云
っ
て
喰
っ
て
か
か
る

人
、
そ
れ
も
十
分
聞
か
二
十
分
間
で

の
け
ら
れ
る
程
度
の
雪
を
、
戸
の
硝

子
で
も
割
っ
た
の
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

　

「
さ
あ
こ
れ
を
ど
う
す
る
ん
だ
。
早

く
片
付
け
ろ
、
元
の
通
り
に
せ
よ
」

と
罵
倒
し
た
市
民
が
い
ま
し
た
。
特

に
毘
沙
門
通
り
は
富
田
、
阪
谷
地
区

を
控
え
た
主
要
幹
線
で
あ
り
、
街
の

人
も
大
い
に
喜
ん
で
貰
え
る
と
考
え

て
の
除
雪
作
業
な
の
に
「
雪
を
始
末

し
な
け
れ
ば
税
金
を
払
わ
ぬ
ぞ
。
市

長
を
よ
べ
、
署
長
を
よ
べ
、
人
夫
を

出
せ
、
出
さ
ぬ
の
な
ら
お
前
の
月
給

を
出
せ
」
と
云
い
ま
し
た
。
い
か
に

公
僕
の
私
で
も
余
り
に
奄
残
念
で
1

た
。
私
は
「
た
だ
皆
様
の
た
め
に
や

っ
た
こ
と
で
す
か
ら
協
力
し
て
下
j

い
。
至
ら
ぬ
点
は
私
か
悪
い
の
で
す

か
ら
」
と
頼
ん
だ
の
で
し
た
。
そ
れ

で
も
な
お
毘
沙
門
通
り
の
K
氏
は
「

な
ん
だ
警
察
み
た
い
な
恰
好
し
ゃ
ぶ

っ
て
」
な
ど
と
多
数
の
前
で
罵
倒
戈

れ
ま
し
た
。
私
は
個
人
的
に
奄
叉
消

防
人
を
侮
辱
さ
れ
た
意
味
に
お
い
て

も
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
は
市
民
の
方

4
に
御
此
判
を
仰
ぎ
、
む
な
き
一
部

の
無
理
解
な
市
民

の
猛
省
を
促
さ
ず

に
は
お
ら
れ
な
い

の
で
す
。
消
防
署

は
消
火
に
努
め
る

こ
と
は
勿
論
で
あ

り
ま
す
が
、
火
災
の
起
き
な
い
よ
う

に
皆
様
と
あ
い
協
力
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
格
段
の
御
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

な
お
火
災
発
見
者
の
通
報
義
務
な

ど
、
な
ん
で
も
な
い
よ
う
に
見
え
玄

す
が
、
見
の
が
せ
な
い
市
民
の
消
防

活
動
に
対
す
る
大
き
な
協
力
で
し
よ

　

私
た
ち
も
署
長
を
中
心
に
市
民
各

位
の
よ
り
よ
き
公
僕
と
し
て
、
よ
り

一
層
消
防
に
励
み
、
与
え
ら
れ
た
任

務
に
最
善
を
尽
し
た
い
と
は
か
ね
が

ね
心
に
期
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
　

（
消
防
署
勤
務
永
田
正
元
）
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